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「五P1)ECジ ャー ナ ル」創 刊 に よせ て

情報化社会を「1指すわが国において,コ ンピュータを利用する情報

処理 とこれを支える情報処理産業の振興に関する多 くの問題解決のた

め,昭 和42年12月20[付 けをも・,て通商産業省お ヒび郵政省の許可を

得,財 団法人として発足以来1年 有余を経過しました。

この間,当 財団では,官 公庁 ・産業界のご協力をいただき,情 報処

理および情報処理産業の動向と影響調査,情 報処理方式とソフ トウェ

アの研究開発,riiR・研修所の開設,情 報処理実態調査団およびEDP

教育調査団の米国への派遣などを始めとして,各 種事業を実施いたし

て参 りました。

これらの事業につ きましては,巾 間報告書または最終報告書として

取 り纏め,そ の都度発行してお りますが,も とより多 くの事業は何等

かの形 を成すまでには相当の日時を要するので,こ の間の事業進捗」)

周知と有効適切なるご意見をたまわるため,こ のたび 「刀PDECジ ャ

ーナル」 を発行することといたしました。

創刊号は,1年 間の事業の活動状況を特集し,総 括的に当財団の事

業をご承知いただ くことといたしました。

今後ともよろしくご支援 とご叱正をたまわ りますようお願い申し上

げます。

昭 和44年5∫]

財団法人 日本情報処理 開発セ ンター

会 長 難 波 捷 吾

、
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当財団が発足して以来,1年4カ 月を経過 したが,そ の間の活動状況の概略を紹介する。
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■情報処理および情報処理産業の動向とその影響調査■

近年 の社会経済 の発展 は,情 報化社会 を形 成 しつつあ り,企 業,官 公庁,学 校,研

究所な どのあ らゆ る組織体 においては,情 報をいかに確保 し,い かに利 用 して,価 値 あ

る情 報 とす るかが,大 きな課題 であ り,こ の ための組織 化の追求 は必 然的な もの とな

ってい る。「価値 ある情報」の組織化は経営情報 シス テムの形成 であ り,こ れは また コ

ン ピュー クの有効 な活用 と深 い関連 を持 ってい る。

このよ うな命題 に対 して,わ が国の情報処理 と情 報処 理産業の現状 と将 来に対す る

展 望および これ が社会経済に及ぼす影響についてい くつかの面か ら調査 した。

すなわち,情 報処理の需要面,コ ンピュータのハ ー ドウ ェア,ソ フ トウェアを中心

とす る技術面,ナ シ ョナル ・インフ ォメーシ ョン ・システム(NIS)と 情 報処 理産

業,国 際取 引情報 の需要 と 供給体制 の4つ の問 題 に つ き,そ れ ぞれ需要予測,技 術

予測,NIS,国 際 情報の小委 員会 を設 け関係 識者 の協力の もとに,各 界の意見をア

ンケー トおよび面接に よ り広 く収 集 して現 時における現状把 握 と将来展 望を行ない,

報告;{}と し て取 りまとめ産業構造 審議会情 繊 毛業部会に報告す るとと もに,コ ン ピュ

ー タ ・ユーザ ーを始 めとして広 く一般 に配布 した。

報告,1}=の概 要はつ ぎの とお りであ る。

なお,海 外 の動 向については,別 項 「米 国におけ る情 報処理 の実態調査」,「 米 国

お よび欧州 におけ る情報処理 産業 の動 向」 を ご参照 いただ きたい。

情報処理需要の現状と最望

鷹 剖禰霧雨魏ξ蚕齢2類)

わが国の情報処理需要において,多 くの企業や官公

庁が経営情報システムを指向しているが,ま ず この経

営情報システムの概念としては,オ ペレーショナル ・

システムとプランニング㌦ システムとに大別 され る情

報処理システムが有機的な関連 を持 った総合システム

を形成する必要があるとしている。 しかしながら現状

の情報処理は,大量データ処理,単 純判断業務 といった

面に多 く適用 され,経 営情報システムを指向しながら

も形成までには程遠いものであり,ま た多くの問題が

指摘された。すなわち,コ ンピュータの適正評価の不

在,情 報処理システム分析の不在,コ ンピュータ利用

技術の研究開発の不足,コ ンピュータ要員の能力およ

び絶対数の不足などで,こ れ らを早急に解決すること

が情報処理網の形成 とともに今後の情報化社会のため

に急務であ り,こ れがわが国社会経済の発展に与える

影響が大 きいと報告 されている。

ナシ ョナル ・インフ ォメー シ ョン ・システム(NIS)

中間 報告書

(NIS小 委員会一 委員長 斎藤 有 氏日本電子工業振興協会専務理事ほか委員14名)

企業,官 公庁の情報処理システムの指向するところ

は,経 営情報システム(MIS)の 形成であるが,本

委員会では,企 業や官公庁などの枠を越えて形成 され

る情報処理システムをNISと して把 らえ,こ のNI

Sの 機能 と発展の背景を紹介するとともに発展のため

の基盤整備の条件 としてつ ぎの10項 目にわたる問題点

を提起した。

① 標準化の促進

② 通信回線利用の自由化

③ ソフ トウェアの価値の確立と流通促進

④ 政府データの民間への提供

⑤ 情報処理サービス業における国および外資の役

割の位置づけ

⑥ 情報処理サービス業の規制と助成

⑦ コ ミュニケーシ。ン ・ギ ャップの解消
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⑧ 技術開発の促進

⑨ 技術者教育の促進

⑩ 政府施策推進体制の強化

これ らの問題は,ど れをとって も重要であるが,と

くに処理サービス,情 報サービス,リ サーチサービス

などの情報処理産業は,企 業や官公庁が進展する情報

処理システムを補完するために重要な役割を果たす と

して,そ の育成振興に官民の力を結集するよう要望き

れている。

国際情報の現状と展望

(国際情報システム小委員会 委員長 阪田貞宜氏 アジア経済研究所統計部長ほか委員7名)

わが国の貿易取引,海 外投資,外 資導入,技 術尊人 ・

輸出などの国際取 り引 きは年々急速な増大を見ている

が,当 然ながら,こ れにともなう国際情報需要 も情報

の種類の多彩化 とともに有効な情報の確保が要求 され

ている。そして,情 報も基本的,共 通的なものは企業

体が個々に保有するのではなく,総 合情報センターが

供給するといった考えになってきている。

以上は,本 報告書に盛 られた結論である。 この結論

の裏付けとして,各 種国際取引きの増加 と取引きに関

連する新聞,電 話,そ の他因子による因子分析の結果

から,国 際取引き情報の増加の傾向を見 るとともに,

輸出入取引き,技 術導人,技 術輸出,海 外投資,外

資導入等に関する情報の現状把握 と将来展望を国内の

有力な企業を中心 とした面接調査 より取 りまとめた。

これらの国際情報需要の面 と合わせ,わ が国の国際情

報を供給する主な組織(た とえば日本貿易振興会(JE

TRO),ア ジア経済研究所,日 本輸出入銀行)の 供

給体制にっいての現状を紹介している。

またこれらの現状を基礎に国際情報を有効に利用す

る将来の体制につき一つの方向を示 している。

情報処理技術の現状と展望

(手長ト貯 〕二測」ノ」、・委 員 会 委i・賃 上遠里flUソ己ド参tc～猛タも試験fi斤∫猛'f'1津蟹E機首鍾乏ほ カ).委i員12名)

情 報処 理技術 としてシステム構成,ハ ー ドウ ェアお よ

び ソフ トウェ ア,デ ー タ伝送技術,標 準化,処 理 コス

ト,デ ータ伝送料 金 とと くに要 員の問題を取 り上 げ,そ

の現状把握 と将 来J)見 通 しを行な',て い る。

本報告 書では,第31世 代 コンピュー タの{幾能的構造 の

最大の特徴 として」工換性が重視 されてい ることを と りあ

げ てい る。

これは,コ ン ピュータで処 理す るプ ログ ラム とデー タ

の蓄積が膨大にな り,業 務 吊の増大な どに ともな うハー

ドウ ェア,た とえば中央処 理装置の交換 に よって,容 易

に それ を捨て る事がで きな くな って きた事に起因す る。

典型的な 互換性 の 実現方法 として ワンマシン の概念

が あ り,第3世 代機のほ とん どが取 り入れてい る。 つい

で,ハ ー ドウ ェアとソフ トウ ェアの インターフ ェースの

問題が重要 とな ってい る。すなわ ち,コ ンピュータの利

用分野 の拡大は コン ピュータをハ ー ドウェア指 向 よ りソ

フ トウ ェア指向 にか えたが,最 近の ソフ トウェアの膨 大

化 とくにオペ レーテ ィング シス テムの介在に よるオーバ

ヘ ッ ドロスの増大等の問題の ため,ソ フ トウェアの負担

をハ ー ドウ ェアに移 そ うとす る傾向が あ り,そ の一案 と

してフ ァームウ ェアの概念が生 まれて きた。 さらに コン

ピュー タの発展 は,機 械に不慣れな人で も機 械 を使用す

る方 向にな って きてお り,こ のマンマシン ・インター フ

ェースについて,た とえば図形入出力装置,漢 字の出力

装 置,文 字入力装置,そ の他多様 な端末機器 を含む新機

器 が登場 して きてい る。

機器能力 の発達 とともに処理の方法に も開発の力が注

がれてお り,多 重処理 のための多重 プ ロセ ッサお よび多

重 のプ ログ ラム,リ アル タイム処 理,タ イムシ ェア リング
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処理な どは急速 に向上 しつつあ る、 乏くに通lt;iとコ ン ビ

.、一夕を結合 きせ たシステ ムは,今 後 急増 す るこ とが ユス

想 きれ,デ ーク通信の需要 予測は‖日和47年 度木 で191社

約!01,000回 線 が見込 まれてい る。伝送速度 も現在50ビ

ッ ト/秒 の利川が大部分 を「1iめてい るが,200ビ ッ ト/秒,

1,200ビ ッ ト/秒 を利用す る企業が増す もの と思われ る。

また,昭 和47年 末 に おけるコン ピュータ関係技術者V」

需 要はサンプルアンケー トお よびブ ソン ドン氏 ∫ヨ去に ょ

り70,040名 と打〔》tこ2してい る・t

米国における情報処理の実態

調査

当財団では,わ か国における情 報処1型,な らひに情 報

処理産業発展 の前途1こ横 た わ る 諸問題解決の一環 とし

て,米 国}に才」ける情報処理お よび情報処理産業の実態 と

今後の動1「1」を}巴]屋するたソ),昭 利143イlt6月29fヨ よ り1カ

月間にわた り情 報処理実態調 査団(団 長 山ロー失 当財団

理事 ほか8名)を 派遣,8月22日,そ の調 査報 告書 を

「産 業構造審議会情報産業部会」へ提出 した。

調査団 は,10社,14機 関,計24ヵ 所 を訪問 して,(y企

業 情 報処理 の実態 と動向,(2)情 報 処理サ ービス業の実態

と動 向,③ 連 邦政 府におけるブル ックス法 の連川,④ 電

子rl卜算 機 と通 信回線の利川方式について調 査した。

調 査結1艮は,情 報産 業部 会の審 義に資 する とともに,

当財団が 今後 すすめ るべ き`1渓 の方針樹立 の参若 とす る

ものであ る。

企業情報処理の実態と動向

今回の調査先において,自 社の業務にEDPSを 利 用

して いる企業 または機関の情報処理 に共通 してみ られ た

ことは,と りたて て新 しいまたは複雑 な システムが適用

され てい る訳 ではない とい うことであ る。

しかし,こ れ らの システムはいずれ も経 済性 の見地か

ら十 分に引合 うよ うに設計 きれてお り,し か もアプ リケ

ーシ ョンの標 準化 ,単 純化に よって未熟練労 働力が活用

で きるよ うに努 め られ ていた。

オン ライン処理(オ ン ライン ・デ ータ ・コレクシ ョン

とバ ッチ処 理,お よび リモー ト・バ ッチ処理 を含む)を

行な ってい るのは,米 国の企業 内情報処理か ら見 ればほ

んの一部で,そ れ も在庫管理の よ うな大量デー タ処理業

務が中心である。

わが国で今話題 のMISに つ いて も,タ テ ・ヨコの膨

大な情報の流 れを一 つに統合 したよ うな ものを実現す る

こ とは困難であるとい う見 解が支劇的であ った。

今後の方向 としては,や は り通信回線 の利用 が盛ん と

なるが,オ ン ライン処理 とバ ノチ処理 の領域がは っきり

して くると思われ る。

情報処理サービス業の実態と動向

情 報処理 サービス業は,ソ シン トンD.C.に200社 以

上,ニ ュー ヨーク ・マンハ ッタン地 区に310社 以 上 と極

力て多立化 し,変 化に富んでい る。

情 報処理の方式は,ロ ーカル ・バ ッチ,リ モー ト・バ

ッチ,ダ イレ ク ト・アクセス または オンライン ・リアル

クイム,ク イム ・シ ェア リング と様 々で,そ れぞれの利

川 〔的 にk.,て 併 用 きれて いるが,今 後は,や は りオ ン

ソインに1:る サー ビスが中心 となるよ うに思 われ る。

乱 立気味 とさえ思われ る情報処理 サー ビス専門会社の

出現 に加 えて,メ ーカー,銀 行,コ ンサルタン ト会社等

の積醐 な進出は謂 報酬 サービス・・治 噛 の太き ●

さを物語 る もので あろ う、

連邦政府におけるブル ックス法の運用

ブル ックス法 とは,連 邦政府におけるコン ピュータの

利川 を合理化す るために,ブ ル ックス議 員に よって提 案

され た合衆国財産管理法の改正 条理スで,予 算局,共 通役

務庁,商 務省標準局が その運用 にあた っている。

予算局 は総 合的政策の決 定を行 ない,共 通役務庁は各

省庁 のコン ピュータ導入について種 々の調整 を行ない,

場 合 に よってはコン ピュー タを購入 して市場 よ り安い料

金で他省庁ヘレンタルす るな ど,幅 広 い活動 を行 な って

い る。

商務省標準局は,コ ンピュータ科 学技術 セン ターを設

けて標準化 を進 めてお り,各 省庁に対 しては,各 種 のコ

ンサルテ ィングを行な ってい る。

コンピュータと通信回線の利用方式

オンライン処理では,ほ とんどが電話回線 を利用して

いるが,市 内料金はともか くタイムシェアリングに利用

される市外料金の負担は太き過 ぎるため,セ ンターが州

を結ぶ専用線を借 り,他 州のカス トマーには専用線の端

末をコールさせるといった方法がとられていた。

しかし,電 話交換網にターミナルやコンピュータを自

由につな ぎ,全 国どこか らで も望む会社のコンピュータ

を呼出して利用で きる点や,専 用線 を第3者 との間で使

用できる自由度等はわが国と著 しく異なっているところ

である。

通信回線の伝送速度は,専 用線で50万 ボーまであ り,

料金はわが国に比べて距離が長 くなればなるほど,ま た

速度が速 くなればなるほど米国のほ うが安 くなるという

傾向がつよい。

一4一
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EDP教 育調査団の派遣

米国における情報処理技術者教育の現状を調査し,情

報処理技術者教育のあ り方を検討するとともに,情 報処

理技術者資格認定制度についてもその実情を調査し,わ

が国におけるこの種の問題の対策に資するため,昭 和43

年5月4日 より1ヵ 月間にわた りEDP教 育調査団(団

長 山下英男当財団理事ほか10名)を 派遣 し,そ の調 査

報告書を産業構造審議会情報産業部会へ提出した。訪問

機関は政府機関,大 学,高 校,製 造会社,ソ フ トウェア

会社,各 種学校,協 会等28機 関で,そ の報告書:の概要は

次の通 りである。

1.米 国においては,軍 関係に相当の費用をきいている

ため,教 育関係にあてられ る予算は必ずしも一片分では

ないが,絶 対額から見れば日本 とは比べ ものにな らな

い。 きらに各大学 とも研究,調 査費 として政府および

民間団体からの援助を受けてお り,コンピュータ関係,

特にソフトウェア関係の研究 ・開発が非常に進められ

ているほか,教 育の分野にも広 くコンピュータが利用

されている。

2.大 学においてはコンピュータ ・サ/エ ンスに関する

専門の学科,あ るいはコースを設けているところが多

く,教 育体系,教 科内容の充実について非常に努力が

なされている。

きらに各大学 とも,単 に理工系学部フ)みならず,人

文系学部においても積極的にコンピュータを研究 と教

育の武器 として導入しようと試みている。

また,対 話形式 のTSSは 訪 問したほ とん どの大学

が実施 してわ り,政 府 の援助 と大学 の協力に よ り1つ

の大学 を核 として,近 郊 の大学,高 校 を も包含 した広

範 なシステムを開発 し,コ ン ピュータを共同利用す る

こ とによ り,そ の地域 におけるコン ピュータ教育の普

及 に大 きな力 とな っている。

3.高 校 においてはコン ビュー一夕 ・スペ シ ャリス トの育

成 とい うよ り,コ ン ピュータを教育面 で使用す ること

で,基 本 的な コン ビ。ユ一 夕へ の理解 を深 めることに貢

献している。

4,プ ログ ラマーの育成 にっ いてはメーカー,ソ フ トウ

ェア会社 は もちろん,職 業学校 にお いて も相 当充実 し

た カリキュ ラ人 と教育施設 を持 って実施 してお り,卒

業後 の就職率 が良 いため非常に活況 を呈 して いる。

5,シ ステム ・エンジニア級 の上級技術者の育成 とな る

と,教 程 内容 ・教授陣 の獲得等種 々の問題が あ り,体

系的 に実施 している所 は非常 に少な い。 メーカー,ソ

フ トウ ェア会社等 の相 当実 力ある会社のみが,非 常に

充実 した教 育機関 を持 ち,立 派な講師陣 を擁 して社内

外 のスペシ ャリス ト教 育を実施 している。

6.コ ン ピュータ ・スペ シ ャリス トの資格認定問題につ

いては,全 般的 に統一的な方向づ けに対 して強い関心

は示 されていないが,全 米的な規模のデ ータ処理管理

者 に対 す る資格試験 を実施 している協会が あ り,今 後

プ ログ ラマー,オ ペレーターな どを対象 とす る資格試

験 を実施 す ることも計画 中である。

●

'

レニー高校紙に紹介された調査団
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調査報告書は,実 費頒布しておりますので,必 要のむきは当財団庶務課あてご連絡 ください。
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■ ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 研 究 開 発 ■

オ ンラ イ ン文献 検索 システ ム(JOLDOR)

コン ピュ・一一27の 最 も有効 な適用例 の1つ として,情 報

検索(lnformationRetrieval,IRと 略)が ある。JO『

LDOR(JIPDECOIILineI)OcumentRetrieval)と 名

付 けたこの システノ・は,オ ン ラインによ 政 敵検 索を行

な うもので あ り,オ フフイン方式に比較 して,(a)文 献 検

索結 果が希 望した時点です ぐに得 られ る。(b)そ の 結 果を

もとに,コ ン ピュータ との対話で試行錯誤の うえ,さ ら

に新しい情報 を選択 で きる,と い った利点があ る。

JOLDORは,FACOM230-60を 対 象に当財団の図書

室,そ の他に設置 きれ るデ ィスプ レイを端末装置 とす る

もので,現 在入 川力 フォーム とシステム設計が完了 し,

プnグ ラ ミングお よび入 力デ・・タを整備 中であ る。

システム上の方針 として次 の点 を考 慮してい る。

1.収 録文献;コ ン ピュータ関係の論文約2万 件。

2.入 力 デー タ;標 題,著 者名(所 属),文 献 〔録(詩

名,巻 号,ペ ージ,年 代),デ ィス クリプター,文 献

番号,そ σ)他、、

3.検 索 ターム;自 然語 を対 象 とし,各 文献の標題 と,

付 加 され たデ ィス ク リプターに よ り文献 を検索す る。

4.検 索 タームには,AND,OR,NOTの 論 理演算 を

許す。

5.年 代,書 誌名等に よ り検索範囲 をし・ぼることが で き

る。

6.タ ー ミナル として,キ ャラクターデ ィスプ レイとタ

イプ ライターを共用す る。デ ィスプ レイで表示が一度

に出 るとい う利点 を生 かし,必 要な もののみ を指 定 し

て タイプ ライターにハー ドコ ピーを とらせ る。 また,

ユ ーザーが使 用した コマン ドエ コー(commandecho)

もク イプ ライクーに全部 プ リン トさせ る。

7.ク ー ミナル とユ ーザーの応答 時間は,5秒 以内であ

る。

8.2つ 以 上の ター ミナルか らの要求に同時に応 じられ

るし,他 のジ ョブ とのマル チ処理 も可能 であ る。

9.初 心者 で も容 易に使用で きる。(ユ ーザーの質 問に

応 ・て,・ ・ン ド酬 い方・デ ・スプ・・蹟 示 ・た ●

りす るガ イダンスの機能 を備 えてい る。)

JOLDORシ ステム概要
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研究者情報検索 システム

近年,科 学技術の急速な発展に伴い,科 学技術情報の

発生量は急増の一途をたどり,こ れ ら情報の活用を図る

流通体制の整備が肝要である。

この流通過程における一つの険路に,研究者,技術者の

所在をはじめ,研 究内容や専攻テーマな どに関する情報

の流通体制の整備がなされていない点がある。これに対

処すべ く当財団では大阪科学技術センターの協力 を得

て,科 学技術分野における研究者情報検索システムを開

発中である。

このシステムでは各々の研究者について次のような情

報を収録してお く。

1.氏 名

3.現 住 所(TEL)

5.学 位 及び学位論文

7.専 門分野

9.現 在の研究 テP-一マ

11.技 術相談の可否

13.保 有工業所有権

2.生 年 月 日

4.最 終 学歴

6。 勤務先(詳 し く)

8.専 攻 科 目

10.過 去 の研究 テ・一'マ

発表論文

12.直 接 行為 の主要研究設 備

14.主 な所属学会,協 会

これらの情報をもとにして利用者から次のような質問

を受付けてコンピュータによる検索を行ない,必 要な情

報を提供する。

1.ど の大学(地 区別,大 学別)の 研究者について知

りたいか

2.誰(研 究者)の 概要について知 りたいか

3.ど の分野(専 門分野 ・専攻科目)に ついて知 りた

いか

などで,こ れに対し応答可能であれば次の検索ステッ

プに進むが,不 可能な場合は他の関係機関に問い合わせ

た り,紹 介を行なうように考えられている。

オ ンラ イ ンKWOCシ ス テ ム(OLKwoc)

文献の標題 の中 のキー ワー

ド(keyword)を 手 がか りと

して文献 を検索 す るシステム

として,KWOC(KeyWord・

OutofContext)シ ス テ ム が^・

あるが,こ れは文 献 毎 の 標 冷☆

題,文 醐 録,著 者などの情:,

報 が キ ー ワ ー ド ご と に リス ト ペ.

され るシステムであ る。

このOLKWOCシ ス テム

はオン ライン用 に 改 造 した

KWOCシ ス テムで,タ ー ミ

・ 齢 ・
へ の ゆ ぎ パけ ぶ ザふ

語誌。総 嫁

臨,鴻 鋸鎌磯蹴:・

ナル のクイプライターか ら,あ るキ ーワー ドをタイプ ィ

ンす る と,そ のキーソー ドを標題に含む文献の数 と文 献

情報 をター ミナル にプ リン トす るシステムであ る。 オ ン

ラインに よる検索は検索結 果を見 た うえで,再 び新 しい

キーワー ドを指定 して,必 要な文献情報 を繰返 し検索 す

ることが で きるの を特徴 としてい る。

OLKWOCで 使 用で きるコマン ドには次の よ うな もの

がある。

SEARCHコ マ ン ド:キ ーンr-一ド受 け入 れの準備を行 な

い,シ ステムはGIVEMEKEYWORDの メ ッ

セージを出す。 キーソー ドをタイプインす ると,

該 当文献数 と,最 初 の文献情報 をプ リン トす る。

NEXTコ マ ン ド:該 当す る次の文献の情報 をプ リン

トす る。NEXTコ マ ン ドを繰返す ことに よって

次 か ら次へ と文献情 報が プ リン トされ る。

COPYコ マ ン ド:す べ ての該 当文献 の情報 をライン

プ リンタにプ リン トす るためデ ィスクに フ ァイル

す る。 あ とか らCOUTPUTの コ マン ドで プ リン

トさせ る ことが で きる。

STOPコ マ ン ド:検 索終 了

またNEAC-TSSの 共 通 のコマン ドとして,次 の3つ

のコマン ドを使 う。

HELLOコ マ ン ド:TSSの 使 用 を開始す る挨拶 の コ

マン ド

BYEコ マ ン ド:TSSの 使 用 を終了す る挨拶の コ

マン ド

STARTコ マ ン ド:OLKWOCシ ス テムの 開始 を指 定

す るコマン ド

COUTPUTコ マ ン ドlCOPYコ マ ン ドでデ ィスクに フ

ァイル された文献情報 を ラインプ リンタに プ リン

トさせ る。

OLKWOCの 検索例

※印が使用者の タイプインしたコマンドで,他 はシステムか

らのアウトプッ ト。

§・㌍ ∵1..鞭 総ばr漂 耀〉
、づな^.'噸 ト ▽

プ び イ メ の　　

フドソき ゅ ト ぼ ドシ ン ぐ 　 タ

忽 情 語ぷ ぶ ハ ∵ 箕)矛ぷ鷲 ・ぷ磁

、

'

㌢
〉

アウトプット票の例
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卸売業におけ る販売管理

刻 々 と変化 する社会情報に伴 う情 報量の箆1加は,従 来

のマン ・パ ワーによる事務処理 か らコン ピュータを中心

とす る事務 システ ムへ の移 行を各企業 間に換起 させ,大

企業は もとよ り最近では中小企 業体 における コン ピュー

タ利用が盛んにな って きた。当財 団では この実情 に注 目

し販売管理情 報システム開発の一環 として,食 品並 びに

酒類 の卸売 りを主 業務 とす る企 業の販売 管理標準 シス テ

ム ・プ ログ ラムを開発 し現在実用中 である。

この企 業の特徴 は,a.受 注 一発送 のサ イクルが非常に

短 い(通 常,当 日受注当 日発送)。b.取 引 金額が少額な反

面 取引発生件 数が多い(月 間約13万 件)。c.商 品 の性質 に

起因す る在庫 管理 および返品破損 の処理(食 品類 の長期

在庫,容 器の破損等 に対 す る処理等他企業 には見 られ な

い特殊条件 を含む)等 があげ られ る。以 上の種 々の条件

を加味 した うえで設計 したシス テムの概 略 を次 に示 す。

コン ピュ・一ータ本体16KW,磁 気 テー・プ装置6台,磁 気

デ ィス ク装置1台,ラ インプ リンター1台,カ ー ドリーダ

・一一1台 の機器構成で,フ ァイルは全 て磁 気テープを使用

し,中 間処 理(た とえば分類等)は デ ィスクを用 いて いる。

インプ ッ ト媒体は カー ドを使用 し取 引商品単位f倒 こレコ

ー ドを構成 し,1カ ー ドに複数 レコー ドパ ンチ され る。デ

ータは,売 上,入 金,仕 入,倉 庫間移動の4種 に分かれ,

そ の各 々をコー ドで区別 す る。伝票 区分 は伝票 ナンバ ー

で行な い,こ の ナンバーは1ヵ 月間は重複 させない こと

を原則 とす る。 マスター フ ァイルは,販 売員,取 引先,

商 品の3種 に分 けて作成 し,そ の1項 目にはチ ェ ック対

象項 目 とマスター項 目の2要 素 を含み,カ ー ド上のパ ン

チをで きるだけ少 な くす るよ うに設計 した。

次 に,処 理 サ イクルは,伝 票発行一 パンチ処理一修正

一一集積 の一連 の作業 を日サ イクル とし
,こ の間,チ ェッ

ク機構 を5ヵ 所に設 け,伝 票記載 ミス,コeデ ィング ・

ミス,お よびオペ レーシ 。ン ・ミスを極力 防 ぐよ うに し

てい る。

処 理期間は,日 次作業,以 下半句,旬,月,年 と5段

階 に分 け,ま ず,日 次作 業は,当 日デー タのチ ェック,

明 細 プ リン ト,当 日分集積 を行な う。 チ ェックでエ ラー

と判定 され たデータは訂正 され た後,追 加,削 除,部 分

修正 のいずれかを示 す コー ドを付 し,イ ンプ ッ ト・カー

ドと同一デザ インでパンチし,同 一ル ーチ ンで ランを行

な う。 これは,カ ー ドデザ インの変化 に よるパ ンチ ・ミ

スお よびル ーチンの増加 を防 ぐため採 った処置であ る。

次に,当 日分集積 デー タと修正 され たデ ータは一つに

まとめ られ,月 間実績 として保存 きれ る。 この月間実績

フ ァイルはその後の処理 において主 フ ァ イ ル と見倣 さ

れ,請 求』,そ の元帳等詳細なプ リン トを必要 とす る帳票

の アウ トプ ッ ト用お よび年 間実績把握用 として用 い るた

めの もの である。 その他7本 の フ ァイル を作成 してい る

が,そ れ らは全て月間実績 フ ァイル よ りその 目的,用 途

に従 って作成 する。取引先 の売上,入 金,残 高 を示 す残

高 明細 フ ァイル,手 形管理 のための手形 フ ァイル,仕 入

状況把握 のた めの仕入実績 ファイル等が それ である。 フ

ァイルの本数の決 定は常に問題視 され ることであ るが,

フ ァイル管理の徹 底,オ ペ レーシ ョンの容易 さわ よび ミ

スの防止,ラ ン ・タイムの縮少(特 にテープ ・チ ェン ジ

によるロス ・タイムの減少)等 を考慮 した結 果以上の8

本 のフ ァ・fルを設 定 した。 これ らの フ ァイルは 日次 また

は月次 において更新 され,つ ぎの オペ レーシ ョンに使用

きれ る。 なお,フ ァイル に対す る修正 は極力 ダイレク ト

修ユ1三を鵬 ・証 伝票の新 ・こよ り修正を行な うことを ●

原則 としてい る。

売 ピ実績'ノ
アイル

入

フ
,

仕

一'ア

c

動

和冗
移

入金実績
ファイル

売上 実績11川 糸襲越

ソγ イル フア イル
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チ ケ ッ トに よる割賦販売管理

シス テム

現在チケ ットやクーポンによる割賦販売制 を採 ってい

る小売商の協同団体は全国で実に約1,200の 多きを数え

るが,チ ケット,ク ーポンに関する共通性は皆無に等 し

く,そ の大半は団体独自で作成,使 用している。

一方,割 賦販売の利用者層は低所得から高所得者層へ

次第に拡が りつつあり,利 用人口は日に日にf曽加の一途

をたどっている。

この相反する実情は,結 果として協同団体の事務処理

の増大,処 理手続 きの複雑化,事 務経費の高騰を招致す

る要因とな りその解決策が 待 たれているのが現状 であ

る。そこで,当 財団では販売管理情報システム開発の一

環 としてコンピュータを利用したチケットによる割賦販

売管理を取 りあげ,そ の標準アプリケーシ。ン ・パ ッケ

ージを開発した。 このシステムはその日的を会員がいつ

で もどこでも自由に利用できるようにチケット・クーポ

ン等に共通性を持たせ,そ の集計や請求事務の煩雑 さを

減少させ,最 終的には会員の審査業務,会 員管理および

財務管理 を可能にすることに置いている。以下システム

の概略を処理順序に従 って述べ る。

i

各種 アウトプットの例

'㌃

こ0)シ ステムは,光 学文字読取装置をもつ小型 コンピ

ュータを使用することとして,ク ーン ・アランド・シス

テムを採用しているのが特徴曽Cある。

まず会員の加入f・続 きが済むと会員証(会 員番け,氏

名,捺印したもの)と チケット(会員番号および印刷済み)

が発行され,コ ンピュータに登録 きれる。発行したチケ

ッ トには,光 学文字読取装置用の文字で会員番号と金額

が印刷 されている。会員は買物の際に,定 められた詞人

欄に分割回数,署 名捺印を行な う。加盟店では,店 番,

売上月日分割回数を設けられたマーク欄にマークを行な

う。

次に買物チケ ットは毎月定められた集票日に,加 盟店

毎の売上請求書を添付して,協 同組合に提出される。コ

ンピュータによる数回にわたる買物チケットと加盟店売

上合計とのチェックおよび訂正処理過程を経た後,会 員

に対する請求書と振込通知書を作成 し,会員に郵送する。

一方,加 盟店売上請求合計 より加盟店売上計算書 と綜合

振込依頼書を作成して,各 加盟店の預金口座(当 座 ・普

通)に 振込を行な う。これがメ・fン・プロセスの大略で

ある。

このほかに,会 員に関して当月買物額,当 月請求額,

未請求残高の各項目に対し,一 定額を設定し,そ れぞれ

の設定額を越えた会員の一覧表を作成して,事 故防止の

事前管理資料として利用する。また未収金補助簿および

回収予定表を作成し協同組合が資金繰 りや延滞督促等に

便利な管理資料 も併せて作成する。

アウトプットされる資料は在庫管理表,請 求書,売 上

明細表等15表 である。

機械工業における生産管理

情報 システム

当財団は中小企業体への指針として典型的中小企業で

ある多品種受注生産の企業をモデルとレた標準生産管理

情報システムを開発申である。 このシステムはこれから

機械化しようとしている企業,す でに一部 を機械化 して

トータル ・システムを考えている中堅企業にとって良 き

助言者 となろう。

対象企業

●

一9一
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加工製造業

多品種にわたる受注生産業

断続的なロット生産業

多工程で製品毎に工程手順が異なる

半製品在庫を持っている

外注工程を利用する
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・ 飛込 ・特急作業があ る

・ ノ1:1)菅サ イクル1よ3日d・N・1ヵ 月である

・ 従業員は300～] ,500人

シ ステムの特 徴

1.企 業の能力 に応 じて適用 業務 の選択 ・拡大 が"J能

な よ うに8つ のサブ ・シス テムに分 割 し,各 サブ ・シス

テムはい くっかの モジュールに分けてあ る。

2.短 い生 産サ イクルや特急 ・飛込製 品に対処 し計画

や意志決定 を迅速化す るため人容 は ・高速 の ランダム ・

ア クセス ・フ ァイル をベ ース としてい る。

3.フ ァイル問の情 報の重複 を避 け,正 確なデー タを

維持 するため各 フ ァイルは連結 されてい るので,ど のサ

ブシステムか ら も必 要な情 報を最少時"ljで 取 り出せ る。

4.デ ータ収集装置 を採用 してい るのでデ・一一タは発生

時に一度 だけ投人ずれ ば良 く,]ll確 な デ ータを保 持で き

る。

5.多 品種 ・受注生産 の管理上のタ准点 である日程計画

において2つ の時間域 を持 つ改良1!」積法 お よび飛込作業

に特別なル ー トを設けて,差 立での処理 の解決 を試 みて

い る。

6.機 械化 を予定 して いる企 業では,こ の システムを

適用 し順次 パ ラメータを改 善してい き,企 業に合 った最

適 システムに到達 で きるよ う配慮 してい る。

7.次 のサ ブ ・システムを含 んでい る。

a

C

e

9

受注処理

需要予測

在庫管理

技術データ管理

b

10

,I

h

要求量計画

日程計画

進度管理

購買 ・外注管理

経 営情報 システ ム(MISと 略)

企業 や官公庁な どの各種 事業体 が指 向 す る と こ ろの

MISに つ いては,各 方面 で研究 がな されてい るが,当

財 団では,機 械工 業におけ る生 産,販 売,財 務等 のイン

フ ォメーシ ョンフローを検討 して総合情 報システム確立

の観点 に立脚 した各 サブ システムのあ り方について調査

研究 してい る。

43年 度の調査研究 結果 は,44年6月 末に取 りまとめら

れ るが,そ のおお よその内容は次 の通 りである。

。MISの 概 念

。わが 国のMIS指 向 体制

。海外 のMIS

。経 営 とコン ピュータ利用の調査展 望

・MISの た めのソフ トウ ェア研究

。経営 の意志決定 とMIS

。今 後 の課題

また経 営情 報 システムのためのサブプ ログラムとして

は,次 の システ ムを開発 してい る。

eEPM(ECONOMICPROGRAMMINGMODEL)

.GERT(GRAPHICEVALUATIONANDRE-

VIEWTECHNIQUE)

。当 財団 ソフ トウェア研究管理システム(作 業管理情

報 システム)

作業管理情報 システム

ソフ トウ ェアの開発や,プ ログ ラ ミン グの作 業管理

は,種 々の仕事が混合 し,し か も使 用す るコン ピュー タ

も各 々性能の異な る ものが数機 種 もあ るところでは,作

業工程 の基準化が大へんつかみに くい。

しか し,ソ フ トウ ェア産業 を商業ベ ースに乗 せよ うと

い う最近 の情勢 か らい うと,こ れは 早急に解決 されなけ

ればな らない問題である。

当財 団で開発rllの この作業管理情報 シス テムは,そ の

試作 および実験 とい うべ きもので,作 業者 自身,あ るい

はその監督者か ら提出 きれ た主観的,客 観的な作業経過

に関す るデ ータを もとに,プ ログ ラ ミング作成作業 を分

析 し,実 際 の作業の工程管理 を行な うと同時に時間的,

経 済的基準 を と り出 そ うとい うもので ある。ま た,も う

一 つの大 きな特長 は,オ ン ラ イ ン ・ター ミナルか ら,

随 時,情 報 の要求が で きるとい うことであ る。

問題点 としては,プ ログラ ミングとい う作業の進行度

合 をど う数量的に把握す るか とい うこ とと,作 業種類が

多様であ りなが ら,対 象者 の数が少な いとい うことで,

プ ログ ラ ミング作業一般 の基準 を とらえるにはデ ータが

不足 してい ると思われ る。

しか しソフ トウェア開発会社 や計算 セン ターでは,そ

れ ぞれのプ ログ ラマーの能力 は,一 つの大 きな財産 であ

るに もかかわ らず,そ の財産 の評価 がほ とん ど行 なわれ

なか ったとい う問題 を解決 す る手がか りとして,こ のシ

ステムの効果の程が期待 され る。
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.':句 ～ ←.、 ソ,㌔,↓
{'「 づ」

●

v

q
,

■



●

ノ〃)1)ECジ ャー ナル

■ シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム の 研 究 開 発 ■

オ ン ラ イ ンCOBOLシ ス テ ム

コン ピュータをオン ライ ン に よ り遠 隔利用 するこ と

は,今 後 の傾 向であ るが,と くに従来 開発 され たプ ログ

ラム用 言語はバ ッチ処理 を前提 とした ものであ って,端

末機器 を利 用 した会 話形 に よるコン ピュー ク利 川には必

ず し も適 した ものではない。 しかしなが ら,従 来開発 さ

れた アプ リケーシ ョンお よび ソフ トウェアを生 かす こと

を考慮す ると,COBOL,FORTRANな どの既 製プ ログ

ラム用言語をオン ラインに使 用で きるよ うにす る必要が

ある。

本 シス テムは この点で広い応 用性 を持 つ事務 用汎 用 言

語COBOLを と りあげて当財 団設置 のNEAC2200

モデ ル500用COBOL-Lレ ベ ルの ものをオン ライン

処理可能 とす るため,会 話形 機能,フ ァイ ル の 扱 い,

ス ケジュール管理な どをと くに付加 し て あ る。 と くに

COBOLプ ログ ラムのデバ ッギ ング とテス トランの実

行 を主体 とし,こ れに よ り完成 したプログラムの使用は

バ ッチ処理に切 り換 えること もで きる。 オンラインに よ

るデバ ッギ ングは,エ ラー検出,ス テー トメン トの任意

の変更な どの即時性 を可能 とし,デ バ ッギ ング時間 を減

少 す る利点が ある。 この システムは,本 年6月 末 までに

完成 する予定で ある。

会話 型PL/1プ ロセ ッサ

現在米国の商業用TSSで 使 用 されてい る会話型言語

の うち58%はFORTRAN,32%はBASIC,残 り10

%が20も の 違 った言語にわ けられてい るとい う。TSS

の利 用範囲は技術計算的な ものが多い こ と と,バ ッチ

(batch)用 との互換性 とい う意味でFORTRANが 圧 倒

的 に優勢だ とい うことは,も っともだ と思 うし,商 業用

システムの40%がGE系 で あ り,BASICは,GEの

機 械 のために開発 した ものであ るか ら,BASICが2

位 を占めてい ること もうなづけ る。

会話型言語は その 目的か らして 言語仕様 のあま り複雑

な機能は要求 されない し,ま た ビジネス用言語,た とえ

ばCOBOLな どは,会 話型 には向かない言語 であ るとい

うのが一般的な通説であ る。

しか し,事 務計算 や,一 般のデ ータ処 理の仕事は,全 く

TSS向 きではない と言 い きることはで きないし,パ ッ

チ処 理 と同 じように,FORTRANかCOBOLか ど らら

か一方では,不 便だ とい う仕事 が,TSSの も とで行な

われ ること も当然 でて くるとい うことで,思 い きってP

L/1の 会話 型プmセ ッサを開発 す ることに踏み 切 った

わけであ る、、

会話型PL/1と し て は,現 在Allen-Babcockの

RUSHが 有 名で あ る。 その他IBMのCPSや,

Stanford大 学0)ACMEコ ン パ イラー等 もあ る。 いず

れ もPL/1と しては,か な り言語仕様 をしぼ ったサブ

セ ッ ト(Subset)で あ り,と くに技術計算用 の機能に主

体 をおいてい る傾lr(Jがあ る、、

当財団で開発中」)もU)も もちろんサブセ ッ トであ るが

日的か らい って,技 術用,事 務川 どちらの仕事 もで きる

よ うなサ ブセ ッ トをえ らび,特 にPI、/1の 大 きな特長 の

一つ ときれてい るビ ッ ト処 理の機能 は完全 に含 ませた。

PL/1言 語仕様 か ら除 いた機能,ま たは制限 事項 は

次の よ うな もので ある。

1多 重 タス ク

2コ ンパ イル時の機能の代 りにダ イレク トステー ト

メン ト(directstatelnent)を 許 し,コ ンパ イル時

に実行 きせ る

3構 造体の配列

4配 列の断面

5添 字っ きの修飾 きれ た名前

6虚 数定数

7属 性 としてはデ ータ属性,次 元属性,ENTRY

属 性,ス トレジクラス属性,フ ァ・イル属性,リ ス ト

処理属性のみ許す

8BEGINブ ロ ック

9再 帰的手続

10ABNORMAL性 とIRREDUCIBLE性

11ポ イ ンターな しのCONTROLLED変 数

このシス テ ム はFACOM230'-60のMONITOR-V

TSSの もとで働 かせ,タ ー ミナル としZCは,タ イプ ライ

タと紙 テープ リーダお よび低速 の カー ドリーダを対象 と

して考 えてい る。 当然 の ことであ るが,バ ッチ用 のPL

/1コ ンパ イラとの互 換性 を持,t:Lr,フ ォアグ ラウン ド

(forground)で 作 成 したデ ィバ ッグ済 みの会話型 のソー

スプmグ ラム ファイル(Sourceprogramfile)を,そ の

ままバ ックグ ラウン ド(background)の バ ッチ用PL

/1コ ンパ イラに引 き渡 して,コ ンパ イル させ ることも

で きるよ うに して ある。 これは,会 話型 プ ロセ ッサはや

は りインタプ リタ処理が比較的多いので,実 行時間がや

やかか ること,ま た会話型では,大 きな フ ァイルはあま

り扱 い易 くないので,比 較 的大 きな プログ ラムや,デ ー

一11一
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タの多い ものはプ ログ ラムデ ィバ ッグやテス トランをフ

ォアグ ラウン ドで行ない,デ ィバ ッグ済み のプ ログ ラム

は,バ ックグ ラウン ドのバ ッチ用 コンパイ ラで リコンパ

イル(recompile)し,完 全 なオブ ジェク トの形 に作 り直

して本番の実行 をさせ るほ うが能率 が よいか らである。

以前FORTRANの 会 話型 プ ロ セ ッサ を作成 した経

験 を生 か し,こ の システ ムでは コンパ イル形式 とインタ

プ リタ形式 の中間 をね らい,会 話型の特長 を生 か しなが

ら,か つ演算 ス ピー ドの向上 をはか った。

なお このシステムの作成上の特長 としては,ま ず シス

テム記述用PL/1サ ブ セ ッ トPLDコ ンパ ・fラを作

り,シ ステムのほ とん どの部分(約90%)は,そ のPLD

言 語 で記述 してい る。

nIltIlMITtllllllMIMtlrlllM川IllTMTIIIIIII川MtlH"111…1"lTIlt

1111!11tlllllllllttMll`lllllHllillltllMttlllMIMUTIII!llllTlllllllllll 万 国 博 情 報 処 理 シ ス テ ム

1970年,わ が国最大の行事として大阪で開催 きれ

る 「日本刀国博覧会(万 国博と略)」 は,人 類の進

歩 と調和を主テーマに,現 在着々と準備が進められ

ている。

70年代はコンピュ・一夕時代と言われているが,こ

の万国博では,各 種展示館における様々なコンヒ。ユ

ータ応用とともに,万 国博の運営管理のための情報

処理システムが名えられている。すなわち,場 内整

理,混 雑データ,案 内情報,入 場者数,緊 急情報等

主として此々公社の回線 を利用 して即時処理を行な

うシステム(こ れを第1情 報処理システムとい う)

と各種現金収入計算,職 員資料 ファイルと給与計算

万国博情報処理システムを表わした情報の木

tll:111"111Mll|IUIItlltllltt川1111tllI:1111tllllllMlllllI'IMIIllMItb

Tl!11!11111111SlllHIlllMIIMltllll川ll川11tllllllllllllTSIIlllIllllllIliL

出展物等の資産管理等を主 とした万国博協会の運営

管理情報の一括処理を行なうシステム(こ れを第2

情報処理システムという)と に二分 され,前 者を日

本電信電話公社が,後 者を当財団がソフ トウェアの

作成ならびに運営を実施することになっている。

つ ぎの図は,万 国博情報管理システムの体系を表

わしたものである。

当財団が作成中の第2情 報処理システムの詳細 と

その進行状況はつ ぎのとお りである。なお,こ れ ら

のシステムに使用するコンピュ・一タは東芝製TOS

BAC5400-20で,万 国博本部 ビル別館に設置 され る

ことが決定している。

開 発 進 行 状 況(昭 和44年3月 現在)

シ ス テ ム 名

1.直 営収 入

3.営 業賦課金計算

4.そ の他の収 入

5.協 会職員給与計算

6.臨 時従業員給与計算

7.貸 与物品ファイル

・・葬奏覧纏 縫 籍

9.資 産 フ ァ イ ル

11.保 険 資料作成

●

‖

『
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■ 情 報 処 理 技 術 者 の 養 成 ■

中央研修所の開設

システム ・エンジニア,シ ステム ・アナ リス ト,シ ス

テム ・プ ランナー等 の上級情報処理技術者育成 を目的 と

した,わ が 国初 の本格的専門教育機関 として,中 央研修

所 が昨年10月 当財団 内に開設 され た。

中央研修所 は運営委 員会(委 員長 森 口繁一東大教授

外委 員8名)が 決定 する基本方針(第1表)に もとつい

て,A,B2コ ー スを約6ヵ 月間延べ400時 間 にわ たる

講義,輪 講,実 習 およびゼ ミナールの形 式 で以下の通 り

第1期 研修 を終 了した。

。期[間 昭和43年10月14日(月)よ り

昭和44年3月20日(木)ま で

。研修人数

研修生 は両コース共各20名 で,Aコ ースは情報処

理関係企業12名,官 公庁4名,一 般企 業4名,Bコ

ー スは一般企業15名
,情 報処理関係企業4名,官 公

庁1名 の所属 内訳 とな っている。

。カリキュ ラム と講師(第2表 ～第5表)

。主要設備

研修室(3部 屋,220m2)に 各 種視聴覚設 備お よび

コン ピュータ端末装置 を整備す るとともに ,当 財 団

設置 の最新 の コン ピュ ータFACOM230-60,HI-

TAC8400,NEAC2200-500/200を 実 習用 として

使用 した。

第1表

昭和43年 度中央研修所運営基本方針(概 要)

1.中 央研修所の目的

将来の情報処理分野における中核指導者を育成 し,も っ

てわが国情報処理産業発展の基礎固めに貢献する。

2.教 育方針

小グループの研修生 と密着して指 導 す る講師を軸に,

討論,講 演を行ない,実 習に力点を置 く。また講義には国

内の権威者だけでな く,広 く外国からも講師を招聴する。

3.研 修対象書

生として,企 業,官 公庁等の中核的技術者

4.研 修コース

。システム ・プログラムコース(Aコ ース)

システム ・プログラムの開発にたずさわる上級技術者を

育成するコース

。経営情報システムコース(Bコ ース)

経 営情報システムの開発 ・運営の中核となる上級技術者

を育成するコース

(以下省略)

第2表 シ ス テ ム ・プ ロ グ ラム コー ス(Aコ ー ス)

カ リキ ュ ラム

分 類i 科 1
1
1 名 期別 講 師

④

態

度

戦

略

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Manuai

DebuggingI

Debuggingll

プ ログ ラ ムの 構 造

"EDSAC"

プ ログ ラム の 文 書 化

数 値 計 算 に 対 す る考 え 方

プ ログ ラム の生 産 管理

態 度 ・戦 略 総 論1,

10Algorithm

11文 献 研 究

前

前

前

前

前

前

前

前

前

後

後

　

　
　

田

水

口

内

供

井

川

木

幡
慎
兆
村

松

米

清

森

島

細

石

藤

魚

舗

石
・三

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

⑧

処

理

プ

ロ

グ

ラ

ム

式 の 処理

Assembler

構 造 デ ー タの 処 理

Processorの 構 造

Parametermechanism

Linkageeditor

最 適 化

Block構 造

Generater

Macro

　

　

内

水

水

内

田

英

内

水

井

英

く

く

島

清

清

島

米

㎜

島

清

石

旧

仁
↑

,
↑

前

前

前

前

前

前

前

前

前

前

Operatingsystemの 歴 史

Taskmanagement

JobmanagementI,I

DatamallagementI,皿

前 和田(英)

前 和田(英)

前 高橋(延)

前 和田(英)

{

◎1

制2

御3,4

プ
ロ5,6

グ

ラ
7 Datamanagement皿 前 石 井

ム
8
"OS360"

前 和田(勉)

9 Rea1-timeControlsystems 後 田 川

⑪ 1 木 とgarbagecollectiorlI,皿 前,後 高i須

手 2 デ ー タの構 造 ・ 前 石 井

塗 3 Sort-merge 前 石 井

常 4 デー タの変換 前 清 水
識
5 数値の扱い方

、

前 高橋(秀)

1

2

⇔3
,4

そ5

6

7
の8

9

10他

Simulation

TSSの 哲 学

数 理 言 語 学1,皿

Computergraphics

Automaton

計 算 機 の 方 式 設 計1

計 算 機 の 方 式 設 計 五

機 械 翻 訳

プ ログ ラ ミン グ 指 導 の 実 際

　

　

　

見

秀

須

坂

藤

英

内

恕

嵐

く

く

く

ヂ

伏
繍

高
穂
後
㎜
島
鷲

前

前

後

前

前

前

前

後

後

前

一13一
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⇔11

融lTSS

FOrmulamanipulation

1,E,皿,IY,V

後

後}

魚 木.

J.McC-
ARTHY

⑱

1-2

3

1

輪5

講

6

7,8

Naur"RevisedReporton

ALGOL6ぴ'

JohnMcCarthy"ABasisfor

aMathematicalTheory

ofComputation"

J.Welyenbaum"Symmetric

ListProcessoゼ,

K.SamelsonandF.LBauer
``SequentialFormulaTrans -

1ation,,

H、Kanner.P.Koscinskiand

C.L.Robinson"TheStructur

ofyetanotherALGOLCom-

puter,,

ECMA"f(,rmaldefinition

ofthesyntaxofCOBOL"

gRobertC.1)ateyandJackB.
Dennis"Virtuallnemory

processes,andsharingin
MULTICS"

10B.RandellandC.J.Kuehner
"D
ynamicstorageallocation
Systems"

前 米 田

前 五 卜嵐

前 』π 卜嵐

前 清 水

前 清 水

坂

藤

川

村

中

松

穂

後

藤

川
石

田

一

衛

英 一

洋一郎

聯

明

信

J.McCARTHY

東京大学統空力学部

東京大学理学部物理学教室

立教大学理学部数学科

立教大学理学部数学科

日本電気㈱デーク通信システム事業部

立教大学理学部数学科

スクンフォー ド大学コンピュータ・サイ
エンス科

前 西村(恕)

前 木 村

前 木 村

1 Textediter,Filesystem 前 石 井
ピ

ミ

,

2 FORTRAN,ALGOL 前 島 内

ナ 3 PL/1,COBOL 前 清 水

、し 4 BASIC,SNOBOL 前 和田(英)

5 Debuggingsystem 前 米 田

研
究
発
表

1

2

3

4

研 究 発 表1

〃ll

〃 皿

〃N

後 全員

第3表Aコ ース

一
俊

雄

一
郎

夫

一

連

匡

彦

三

繁

秀

康

蘭

留

信

英

延

恕

口

橋

井

内

水

田

田

須

橋

村

森

高

石

島

清

米

和

高

高

西

和 田 勉

伏 見II三 則

木 村 泉

講 師

(敬称略 順不同)

東京大学工学部計数工学科

東京大学理学部物理学教室

日本ソフトウェア㈱技術部

立教大学理学部数学教室

東京大学教養学部基礎科学科

学習院大学理学部数学科

東京大学工学部計数工学科

京都大学理学部数理解析研究所

㈱日立製作所中央研究所第7部

電気試験所電子計算磯部

日本アイ ・ピイ ・エム㈱SE部 システム
センター

埼玉大学教養学部

東京教育大学理学部応用数理学教室

魚 木 五 夫 広島商科大学

五十嵐 磁 束都大学理学部数理解析研究所

第4表 経 営 情 報 シ ス テ ム コ ー ス(Bコ ー ス)

カ リキ ュ ラ ム

分 類 }矛 1一 名 類 別1講 師

〃

〃

ロ
,

I

H

,
エ

,

マ

グ

正

介

論

細

工

職

業

リ

組

企

-

2
H

6

7

8
㍊

脚
:

③

経

営

の

為

の

情

報

⑬

経

営

科

学

⑪

情

報

網

1

2,3

4,5

6,7

8,9

10,11

12

13-1

16,1

18,1

20

21

22

23

24－

MISに つ い て

コ ン ピュ ー ク概 論

経 営 情 報 概 論1,ll,皿

シ ス テ ム設 計 概 論1

V

皿

皿

W

研 修 テー マに つ い て

オ リ ン テー シ ョン

前

前

前

前

前

前

前

前

前

前

前

谷

目
木

居

谷

居

谷

村

員

員

員

松

森

魚

田

松

田

松

松

全

全

全

経営科学序論 前 出 居

LPI,皿 後 藤 川

PERTI,∬ 後 西村(真)

SimulationL∬ 後 伏 見

統計解析1,豆, 後 吉 沢

〃 皿,N 後 小 林

数値解析 後 藤 川

科 学 的 方 法 論 工,1,皿 前 出 居

ヒ ュ ー リス テ ィ ッ ク1,1 後 石 井

シ ス テ ム モ デル 論1,皿 後 出 居

数理計画 後 藤 川

自然科学と社会科学 後 吉 川

ORと 情報システム 後 森 口

PPBS(PlanningProgramming 後 出 居

BudgetingSystem)

TSSI,L正,W 後
J.McC～
ARTHY

-

り
θ

0
0

4

5

6

7

8

情報 網設定概論

機器装置論1

〃 ∬(構造 と選定)

〃 皿(機械+ソ フ ト+人

間)

ソフトウェア論1(基 礎的なOS)

〃

〃

〃

皿(NEAC-TSS
の使 用 法)

凪(高 度 なOSの

構 成)

lV(シ ミュ レー シ

ョン の 言語)

前 三 浦

前 三 浦

後 室 浦

後 三 浦

後 小 野

後 西村(真)

後 小 野

後 伏 見
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◎

情

報

網

⇔

そ

の

他

9 管理および技法各論1 前 三 浦
(1/0媒 体 …そ の 他)

10 〃 皿 後 三 浦
(ド ク メ ン テ ー シ ョン と
プ ロ グ ラ ム デザ イ ン)

11 〃 皿 後 二三 浦

(オ ペ レ ー シ ョナル コ ン
トロ ール シ ス テ ム と リア
ル タ イ ム シ ス テ ム)

]2i〃IV(IR) 後 西 村

13-151デ ー タ の性 質 ・齢 論1・L・ 前,後 三 浦

-

リ
ム

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

3

4

5

ρ0

7

0◎

0
】

1

1

ーユ

ー

1

1

1

日本経済

世界経済

法 規1(労 働法 ・特許法)

■■1(商 法)

行動科学

都ili計画

未 来 論

トップの講話1

〃 皿

〃 匝

人間社会のコミュニケーション1

〃 皿(日本語の話し方)

〃 皿(日本語の書き方)

〃IV(効 果的な報告書の作 り方)

計算センター管理1

〃ll(導 入計画)

〃 順 センター業務の生産管理)

〃N(要 員計画)

ManualDataProcessingの 問
題点

村

内
村

沢
辺
村

井
村

田
村

沢
村

村
厄
村
田
川
村
木

野

〃

松

木
松

戸
田
松

山
松

山
松

近
松

松
岩
松
吉
武
松
魚

木
野
木
田
木

無
上
魚
須
魚

木

〃

〃

点

前

後

後

後

前

後

後

後

後

後

前

前

後

後

後

後

後

後

後

居
村
木

木
村
村

浦
村

村
谷

出
西
焦

焦
西
松

三
酉

西
松

ス

≡
㍍

茂
は
謬

蕊

㍍

㍍

正
字
工
蕊

㌶

㍍

㌶

㍑

、過A

表

n

村

居

木

川

谷

村

浦

林

野

m

見

沢

辺

沢

井

浦

井

井

川

軍

内

野

沢

田

田

dc

5

野

M

第

森

西

出

魚

藤

松

松

一、一
小

小

山

伏

い
パ

田

戸

川

松

一、一
石

吉

岩

木

上

近

須

武

工

剛田吉

∫・P砺 ・・二・ルi

講 師(敬 称略 順不同)

東京大学工学部計数工学科

富士通ファコム㈱教育部

早稲田大学生産研究所

広島商科大学

立教大学理学部数学科

八幡製鉄㈱機械計算課

富士製鉄㈱総務部

東洋レーヨン㈱システム部

立教大学理学部数学科

(財)電 力中央研究所田子計算磯部

富士製鉄㈱教育課

埼玉大学教養学部

東京大学デーク処理センクー

富士製鉄㈱

富士製鉄㈱ 労働部

公認会計士

NHK経 営情報室

NHK経 営情報室

il本 ソフ トウェア㈱技術部

立教大学

元 口銀調査役

世界経済調査会

日本ソフ トウェア㈱

パンデコン㈱

NHKア ナ ウンサー室

富士製鉄㈱

スタンフォー ド大学コンピュータサイエ

ンス科

(財)日 本情報処理開発センター

⑧A

ゼ

ミB

ナ

lC

ル

D

研究開発 ・販売 ・その他

生産管理 ・LP計 算

情報検索 ・予測手法

入門教育資料 ・OR計 算

後

後

後

後

TOPICS

⑥ 1
Tota10n-LineProgram
andInformationContro1

見 NHK
System

SMART 前
松 浦
三 井

学
2

SchedulingManageme-

ntandAllocatingRes・ ・

ourcesTechnique

西 村

1 研究発表1
研究
2 〃 豆

後 全員
発 3 〃 巫

表
4 〃w
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短期講習会の開催

情報処理に関する知識の普及を目的 として昭和43年 度

は次の各種短期講習会を開催 した。

講 習 会 名

繋 ㌫ ・グ・一スi・[

剛.一 因.】.旦 灸加姦

一
び

ク

よ
ク

お

セ
画

理

51

日

干

劣

統 計 解 析4[

4月1n～4月6n

PL/14n

プ ロ グ ラ ミング コ ース

FORTRAN(夜 間)13日

プ ロ グ ラ ミン グ コ ー ス

4月23「1～4月26日

6月18口 ～6月21n

7月1011～8月7[

27

COBOL(夜 間)10日

プ ログ ラ ミン グ コ ース

36

65

31

9月9「1～10月21118

第2セ クター
調査および
予測

第3セ クター
計算制御

[

一

夕

ユ

ク
ピ

合

セ

ン
総

4

コ
タ

第

企業内におけるn常 業務を検討し,改 善して

その機械化をねらいとした比較的短期の計画

を含んだシステムの設計を行な うのに必要な

教科の設定とその内容説明

企業活動に必要な情報を収集し,こ れを整理

し,分 析して企業の将来の活動計画に資する

資料を提供するシステムの設計を行な うのに

必要な教科の設定その内容説明

電子計算機を用いナこプロセス ・コントロール

・システムの設計を行な うのに必要な教科の

設定とその内容説明

電子計算機に関連する教育を行な う教師に,

高度な電子計算機およびそれに関連する技術

を修得させるのに必要な教科の設定とその内

容説明

以 」二のほか,科 学技術庁の依頼 に よる政 府機 関研究職

員に対 する電 子計算機プ ログ ラ ミング研修会 を8月7日

～8∫130日(3週 間)お よび 日本数学教育会 と共催 のF

ORTRANプ ログ ラ ミング ・コースを昭和44年3月26

「1～31日(6日 間)を 実施 した。

情報処理技術者育成指針の作成

システム ・デザイナー,シ ステム・アナリス トなどの

上級情報処理技術者育成のための教育,研 修の基準にな

る指針を作成することを昭和43年度事業として通商産業

省から委託 きれ,つ ぎにより実施した。

1.目 的

上級情報処理技術者の研修 ・教育は独立した学校,

研修所の形をとるかあるいは企業内,官 公庁内訓練の

形をとるかは別 として,い ずれの場合に も,広 い分野

に通暁した既成の教師を求めることは不可能に近 く,

多数の実務家,研 究者の協力を求める必要がある。

このような研究者,実 務家が体系だった教育をする

ための指針を国家的に集大成しようとするもので,完

成した育成指針は公表 きれ,す べての企業,大 学,研

修機関がこれを利用して,技 術者教育をおしすすめる

のに役立てようとするものである。

2.委 員会の設置

上記 目的達成のため山内二郎氏(慶 大教授)を 委員

長とする 、上級情報処理技術者育成指針委員会"(メ

ンバe-16名)を 当財団に設け,通 産省原案のっぎの4

つのセクターにわけて作業を進 めた。

3.教 育 の対象

(1)大 学 を卒業 して3～4年 実務 を経 験 した者

(2}セ ク タr-一'分野 とコンじ。;・.・一夕の双方について予

備知識 を有 している者

(3)木 教 科履修後は マネージ ャーの総 括的指示 にし

たが って当該 セ クター一の システ ムの分析 と設 計を

行 ない得 る者

4.カ リキ ュラム作成要項

(11本 年 度は基 礎編 とし,来 年度 に高等応 用編 を予

定す る。

(2)1時 間,15回 を1単 位 とす る。教科 目によ って

は2単 位以上の もの もあ りうる。

(3)履 修 教科は総計80単 位 とす る。

(4)本 年 度 は基礎編48単 位 を作成 し,来 年度 に高等

応用編32単 位 の作成 を予定す る。

灘 。マ

ベ で・ぎ

喝w 、

哨

●

●

}
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■ 広 報 活 動 等 ■

情報処理 ニュースの発行

海外 の情報処理 および情報処理産業の動向 を把 握す る

ため,当 財団 が入手 した海外 の新聞雑誌等 よ り主な トピ

ックスを 「情報処理 ニ ューース」 として毎月2回 発行 して

い る。

1.コ ン ピュ・一夕 ・メーカーの動向

IBM社 が,CDC(ControlDataCorp.)お よ び}rコ法

省 よ り独禁法抵触 で告訴 され た ことは,こ れ までのIB

M社 独 占の コンピュー タ市場 に火 の手が放 たれ た として

注 目きれ る。

このほカ㍉

・CDCが 金 融会社CommercialCreditCorp .を 吸

収

・NCR社 ,新 機種 セ ンナ ユ リt－シリーズを発表

・ハ ネウエル社通信部門 を強 化

・IBM社 フ ェデ ラル センタe-"伸長 等 々

2.コ ン ピュータと通 信の問題

FCCが 諮 問 した 「コンピュー タと通 信」 に対 す る回

答が昨年3月 に コンピュe－タ ・メー カー,通 信会社,ユ

ーザ ー等広 く各界 よ り回答 が寄 せ られ
,こ の回答 の概要

を紹介 した。

このほか,

社 運 をコン ピュータ ・ユーテ ィリィテ ィに賭 け積極 的

な活動 を展開 してい るWU(WestevnUllioll)社 の

・WU社 とCSC祉 とが合併 か?

・WC,CSCの 合 併 を拒否,TWX購 入 をはか る

・WU,コ ン ピュータ ・サ ービスの第2段 階 に入 る

また通信業界 の雄AT&Tの 動 きについては

・AT&T,ユ ーザ ーの機器使用 を認 め る

・AT&T,FCCに 改 訂料金体系 の再検 討を申し入れ

等 々
3.ソ フ トウェア産業

現在 ソフ トウ ェア専門会社は約2,000社 あ リソフ トウ

ェァ ・マーケ ッ トは50億 ドル といわれて いる。 この マー

ケ ットの紹介 を 「EDPマ ーケ ッ トにお けるソフ トウ ェ

アの急成 長」 としてと りあげ たほか

・プ ログ ラム特許制度の見通 し

・CSC社 が マンモスEDPネ ッ トワ・・クを計画

・一般 的用途 に供す るソフ トウ ェアパ ッケー ジ

4.コ ンピュe－タ ・サ ービス

タイムシ ェア リングサ ービスは今や米 国でブー ムの感

があ る。 「タ イムシ ェア リング ・サ ービスは今やブーム

にな りつつ あ る」 では この マーケッ トの状況 を解説 し

た。 このほか

・司法省独禁局IBMの タ イムシ ェア リング ・サ ー ビス

の調 査にの りだす

・IBMの タ イムシ ェア リング ・サー ビスSBCに 移 管

等 々

5.コ ンuoユ ー タ市場動向の調査

コン ピュータ市場動向の調査iとしては

・米 国にわ ける電子計算機ll∫場1968

・東 ヨーvッ パのBDP市 場

・ヨー ロッパのコン じ。ユ一夕設置受注状況

・英 国におけるコン ヒ。ユ一夕の状況等 々があ る。

感 ぎ

wぷ 一 ・

「米国および欧州における情

報処理産業の動向」の発刊

「情報処理 ニュース」 スペ シ ャル ・レポー トして米 国

および欧州 におい て急速 に発展 しっつ ある情報処 理産 業

の実態 を体系的 に取 りま とめた。

その内容は次 の とお りであ る。

第1章 情報処理産業の成立

1953年 米 国には93台 のコンピ ュr－夕とわずか36社 の

関連企業が あ ったと記録 されてい る。 しか し今やその

数 は4,000社 と も5,000社 と も言 われ,コ ンteユ ・・一夕

を中核 とした極 めて多彩な情報処 理産業が成立 した。

本章 ではこの情報処理産業 を構成 してい るいろいろな

タイプの仕事 を体系的に解説 し,あ わせて寡占状態 と

いわれ る業界 の問題 をと りあげ た。

第2章 コンピ ュー タ ・ハー ドウェア市場の現況

1968年 の米国 コンt"ユ ーータ ・メー カ・一・・によ る出荷額

は69億 ドル(2兆9,840億 円)前 年比16.9%の 成 長 に

な ると予想 され,こ の間にあ って米国 コン ピュータ業

界の動 きは相変 らず 目ま ぐるしい。 また ヨー ロッパに

おけ る設置 台数の伸びは著 しく,今 後 数年間は米国の

それ を上まわ るだろ うとい う。大 団結 した英国 コンピ

ュー タ ・メー カーおよび米 国企業 の跳梁阻止に動 くヨ

ー ロッパ ・コン ピュータ業界 の動向 を追 った。
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第3章 ソフ トウ ェア産 業の台頭

米国∪ノソフ トウ ェア 産業 には年間35億 ドル(1兆

3,000億 円)が 投下 されてい るとい う。/}後,成 長 が期

「(JIFされ るソフ トウェアて会社:∫戊、Zσノ朱門こを
r況1男,ま た.1:

な ソ フ トウェア会 社の事業内容 を紹 介し,さ らにソフ

トウェア産業発展 山 カギ とな る特 許権 の問題 を と りあ

げ た。

第4章 米国 におけるコン ピュータサ ー ビス事業の現 況

米国では タイムシ ェア リング ・サー ビスは年間75%

とい う高い成長 率 をみせ まさにブー ムの感 があ る。G

Eは この分野で%の シェアー を握 ってい ると豪語 して

い るが,こ こではGEを は じめ主 な タイムシ ェア リン

グ企 業,サ ー ビスの種類,料 金,使 用機械 な ど概況 を

まとめた。

またサー ビス ・ビュウロウ業 については米 国 とカナ

ダの2,000企 業 を対象 とした,ADAPSOの 調 査 を紹

介,き らに コン ヒ。ユータ ・サ ー ビス事業の新勢力 とし

て注口 され るリース業界 の動 きを とりあげ た。

経営 と情報処理 シンポ ジウムの開催

経済 の発展に伴い,コ ン ビ.ビータに まる情 報処 理は,

その利用分野 を拡大一;一るとと もに使用 方法 も経営 システ

ムを指 向 して,ま す ます高度化 を目 ざす傾 向にある。

この ま うな社会的背 景に対処す る た め 各分野の経営

者,中 間管理者方よび実]劣担 当者 を対 象に コン ピュータ

利刑 の必然性 とコン ピュー クおよび情報処理の基礎知識

の 普及 を目的 として「経営 と情報処理 シンポジウム」を通

商産業省,中 小企業Jj:,各 通 商産 業局,業 界団体等 の後

1,岡 山 市

期 間 昭和44年1月22H～23日 会 場 後楽

後 援 通 商産業省,中 小企業庁,広 島通商産業局

援,協 賛 を得て岡山 市,大 阪 市,福 岡 市,東 京都 の地 区

において開催 す ることとして,す でに岡川市,大 阪市,

福 岡 市の3地 区で実施 した。

いずれの地 区において も定 員を上 回る参加者 を得,コ

ンピュー タと情 報処理 に対 す る関心 の強 さを改 めて認識

」るとと もに 普及 の促進 に十分成果が あ った と 思 わ れ

る。

協 賛 生産性中国地方本部,

参加者 延約240名

山陽技術振興会

月 ・ 講 演 題 目1講 師 所 属

○これからの企業経営とコンピュータ利川 吉01剛 当財団専務理事

○コンピュータ利用とその効果 岡 本 啓 司 クレパス木舗桜商会企画部付

1月22日 ～販売管理のケース～

○コンピュータ利用とその効果 藤 原 純 三 岡山OCMセ ン ター主任

～財務管理のケース～

1月23日

○ コンピュータ利川とその効果

～生産管理のケース～

○コンピュータと情報処理 システム

アイワ㈱電子計算機部長

当財団電子計算機運営本部次長

11.大 阪 市

期 間 昭和44年2月18日 ～22日 会 場 大 阪科学

技術 センター

.共 催

参加者

後 援

(財)大 阪科学技術センター

延約2000名

通商産業省,中 小企業庁,大 阪府,大 阪市

月u 講 寅、「 題 1
一
1 田口 所 属

2月18日

○企業経営と情報処理

○コンピュータと情報処理

吉 田 剛

岡 田 勇

当財団専務理事

当財団電子計算機運営本部次長

2∫11911
○生産管理における情報処理システム設計 手 塚 慶
の考え方

○受注生産形態における資材管理システム 宇 田 耕
の標準化

一18一

一 大阪大学工学部助教授
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2月 ユ9口

2月20「1

2月21日

2月2211

○見込生産工場における生産計画管理シス
テムの標準化

○受注生産工場における受注統計システム
の標準化

○企業グループによるコンピュータの共同

利用へのアプローチ

○商社 ・問屋機能の高度化とコンピュータ
の役割

○商社 ・問屋における経営とコンピューク
利用の実例

○情報処理技術者教育のあり方

○高等学校におけるコンピューク教育の実

際

○公共業務における情報処理の現状と将来

○地方行政における情報処理の実際と必要
性

勝 川 昭

・上 橋 栄 次

加 瀬 滋 り」

ダ イハツr業 ㈱事務機械係長

大日1体 出線㈱・1溺]"1:理室長代
理

大阪府立大学F}.t.部教授

伊 藤 淳 ∋ 大阪耐 畑 ・～酬 搬

加 藤 菊太郎 力・ト銀Ilf果㈱専務取締役

川 下 英 男

加 野 和 げ]

米 花 稔

団 村 基 り]

東京大学名誉教授

大阪市教育委員会指導第2課 ・
大阪市商業教育センクー

神戸人学経済経営研究所所長

東大阪都市電 子計算センクー所
長

皿.福 岡市

期 間 昭和44年3月26日 ～27日 会場 東和大学講堂

参加者 延約600名

後 援 通商産業省,中小企 業庁,福 岡通商産業L},

九州商工会議所連合会,生 産性九州地プ∫本

部,九 州山口経済連合会,西 「]本新聞社

月[1 講 演 題 ]L 講 師 折」- 属

3月26日

○ これからの企業経営とコンピュークの利 吉 田
用

○コンピュータの共同利用とその実例 奈 良

長
締
所
収
先
務
研
常
ム

ー

テ
タ
ス
ン
シ
セ

事

算
算

現

況
計

務

業
業

事

企
実

団

小
京

財

中
東

当

㈱
㈱
役

ー
剛

郎一総

3月27rI
○コンピュータ導入とその効果

○コンピュータと情報処理システム

鈴 木 幸 彦

岡 田 勇

アイワ㈱電子計算:機部長

当財団電子計算機運営木部次長

● ジ ョン ●マ ッカー シー博 士 の 招聰

コンピュータの新 しい利用方法 であるタイムシ ェア リ

ング システムの 権或者として知 られ る米 国 スタンフ ォー

ド大学教授 ジ ・ンマ ッカーシー博士を,当 財 団中央研 修

所の特別講師 として招聴 し,2月4日 ～10日(内5日 間)

に タイムシェアリングに関 する講義 を行 な った。

講義内容は,タ ・イムシ ェア リングの歴史,PDP-1に

よ る実験例,コ マン ド,フ ァイル,割 り込み,ス ワッピ

ング等 タイムシ ェア リング技術全般にわ たって いる。

また,2月7日(金)午 後に 「タイムシェア リングの

応用」 と題 して一般講演会 を機械振興会館地下2階 ホ・…

ル で行な った。(約300名)

◆

マ ッカ ー シ ー博 士 略 歴

1927年 ボ ス トンに 生 まれ る

1951年 プ リンス トン大 学 数 学科 に て 博,1:号 を修 得

1955年 ダ ー トマス 大 学 に就 職

1957年 マサ チ ュ'一セ ッツ 工科 大 学 タ イム シ ェア

リン グ の 研 究 活動 開 始

1962年 ス タ ン フ ォ ー ド大 学 教 授'

プ リン ス トン大 学 を 卒 業 後,リ ス ト処 理,ア ー テ

ィ フ ィ シ ャル ・イ ン テ リジ ェ ンス(人 工 知 能),タ イ

ム シ ェ ア リン グ,コ ン ビ ュー、クに お け る数 学 的 手 法

等 に つ い て 研 究 。

1962年 ス タ ン フ ォー ド大 学 に移 って か らは,コ ン

ビ ュー タ工 学 の 教 授 と して 教鞭 を と るか た わ ら,ア

ー テ ィフ ィシ ャル ・プ ロ ジ ェ ク トの デ ィ レ クタ ー と

して 活躍 中 。

一般講演会の要旨がありますので,ご 連絡いただければ無料でおわけいたします。
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■ 設置 コンピュー タの変更 ■

従来,5機 種 を設置 して,情 報処理方式,ソ フ トウェアの開発,技 術者の養成,情 報処理サ ・・一ビス を行な って きたが,

さ らにその効果 を高 めると ともに,遠 隔情報処理等新技術 の開発 を考慮 して43年10月 か ら44年1月 にカ・けて最新の高

性能大型機種NEAC2200-500/200,HITAC8400,FACOM230-60の3機 種 に変更 し,稼 動 を開始 した。 なお,

新 機種 の構成 はつ ぎの通 りである。

設 置 コ ン ピ ュ ー タ の 概 要

コ
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λ
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央
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プログ ラ ム ライ ブ ラ リー整 備

ゾHグ ラムの相 η:利川 を目的 としてプ 目グ ラム登録制

度を設 け,個 人 または企 業か らプ11グ ラムの登録 を受け

利川 希望～↑には利刀]斡施 を行な うためプuグ ラム ライブ

ラ リーを整 備 してい る。

これ までに250件 以 上 αノプllグ シムか登録 されてい る。

これ を分類す ると一般企 業で仙川 で きる数値解析 プll

グ フム,統 計解 析プ ログ ラノ・が全 ゾ ログ ソム数 の64%を

占 め,機 械,湿 気関係 の業種で使川 で きる技術 関係 のプ

TIグ ソムか]6%を 占 めてい る。

また,こ のプ ログ ラム登録 とは別 に コン1三ユータ メー

カー-d)プ ログ ラムマニ:Lア ルを中心 に700種 以 上の資料

を整備 してい る。

情報処理技術者養成用 スライ ド

の整備

FORTRANス ラ イ ド

東京人学教授 森口繁一・/k監 修

FORTRANに 」:るプ ログ ラ ミング方法 を,演 習 問題

を中心に解答 す るとい う形式 で,理 解 して もらうよ うに

制作 したス ライ ドで,学 校 または社 内の教 育用教材 とし

て使用 で きるよ う考慮 してある。

。ス ライ ド価格40 ,000円

。テキス ト価格550円

SIP65(SymbolicInputProgram)ス ラ イ ド

プログ ラ ミングの基 本 を理解 す るために開発 され た教

育用 アセンブ ラ壽語 「SIP65」 の解説 ス ライ ドで,

録 音 テープがついてい る。 プ ログ ラ ミング とコン ピュー

タの基 礎を修得 さ

せ るた めに作成 さ

れ た もので,学 校

または社内教育用

教材 と し て 最 適

で,ま た個人が独

]聾で きるよ うに も

考慮 されてい る。

情報処理に関する標準化

広範囲な分野において利用される情報処理のために,

関連事項,機 器などの標準化活動は,わ が国では,日 本

工業規格(JIS)を 中心として,情 報処理学会,日 本

電子工業振興協会と当財団が原案作成 を行なっている。

これに関連し,各界有識者による「情報処理の標準化に

関する懇談会」を昨年4月23日 に開催,標 準化の体制,標

準化の現状報告,今後の問題についての懇談を行なった。

また当財団では,「 データ・t－コード その1(府 県市

区町村,日 付,時 刻,性 別)」工業標準原案の調査作成

委託を7月18日 付で受け,安 藤馨氏(富 士通 ファコム株

式会社社長)を 委員長とするJIS原 案作成委員会にお

いて検討を進め,そ の結果を,昭 和44年3月10日 の期限

で工業技術院に報告したが,燃 の概要はつぎの・お り ●

であ る。

1.府 県 コーtドは,情 報処理学会規格委 員会案 と同一の

ものが,ほ とん どの機 関で使用 され てい るので,同 案

をJIS原 案 として採用 した。

2.市 区町村 コー ドは,各 機 関で使用 する も0)が,か な

り異 な ってい るが,市 区町 村の順位 の表現 はほ とん ど

一致 していたので 自治 省案 を もとに して原案 を作成 し

た。

3.日 付,お よび時刻 の表示 は,っ ぎの形式 をJIS原

案 に採用 した。

(年)(月)(日)
YYYY-MM-DD

(時)(分)(秒)
hh

●

4.性 別 コー ドは,つ ぎの とお りであ る。

(性別)

男

女

(コ ー ド)

1

2

● ス ラ イ ド価 格45,000円 .ttt'+・ 冥.',1v

つ'ざ 烈

、"
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日本電信電話公社 よりの

委託調査

1.国 内における計算センター ・ソフ トウェア会社の情

報処理サービスの実態調査

情 報処 理産業を育成 す るうえに必要 と思 われ る基本的

な資料およびオン ライン ・リアル タイノ、・システムによ

るデー タ通信 を実施 するにあた り発生 する技術的,経 済

的諸 問題 に必要 な資料 を得 るため国内の計算 センター,

ソ フ トウ ェア会 社の業務 内容 な らび に利 用機関の利用 条

件 などの実態調 査を進 めた。

。調査対象 および調査方法

JECC調 査(全 国計算 センターお よび ソフ トウェ

ア企 業便覧 ・43年1月10日 現 在)の183企 業,237セ

ン77"一の うち面接40セ ンター,ア ンケー トlul答90セ ン

ターか らの結 果で実態 をまとめた。

2.海 外における情報処理サービス機関の状況調査

オン ライン ・リアル タイム ・システムによるデータ

通 信を実施 するにあた り発生 する技術的,経 済的諸 問

題 に必要 な資料 を作成 す るため,海 外 におけるオン ラ

インシステムを中心 とした情報処理サ ービス機関の状

況 を調査 した。

3.オ ンライン用プログラム言語の調査

内外における会話形プロセッサの開発ならびに利用

状況の調査分析 を進 めた。その主な内容はつぎのとお

りである、、

aア メ リカにお ける特殊問題1自」け:1)パ イ ラぼ語J,

開 発状況,種 類,内 容,利 用状況

bオ ン ライン川 コンパ イこハ{語 に関 するll]内の 動向

C会 話形 プuセ ッサJ)開 発に関す る問題ノ∴l

dオ ン ライン刑 プ ロゲラム、'i'語の/〉後の動向

4.変 換プログラムの開発状況調査

計算機システムを有効に利用するには,異 種機器聞

方よびプログラム相 η二間における変換システムが必要

となる。 この変換 システム0)研究開発を行なうに必要

な資料を作成するため,内 外における特殊問題向け言

語を含む変換プログラムの開発状況,国 内の動向,開

発に関する問題点と今後の動向等変換プログラムに関

する内外の文献の調査分析を進めた。

ICCへ の協 力

二1ン ヒoユ ー ク{こ 限Wノ,1目 方;JJ[IIUI-3一る[|fk－ σ)「目僚 機|¥;.1と

し て,イ ク リ ア 国 ロ ー マ 市 に 本 部 を 持 つlCC(lnter--

nationalComputationCenter)は,コ ン しPユ 一 夕o)

後 進 国 に 対 し研 修 を 行 な っ て い る が,日 本 国 政 府 は こ の

活 動 に 協 力 す る こ と と し てInternationalonGroup

TrainingCourseinComputerApplicationsfor1968

を9カ 国 か ら13人 を招 待 し て コ ン ピ ュe－ 夕利 用 全 般 に わ

た る 研 修 を 昨 年4月15日 よ り6月5日 ま で 実 施 し た 。

当 財 団 で は,こ の う ち プ ロ グ ラ ミン グ 実 習 の た め に 当

財 団 設 置 の コ ン じ。ユ 一 夕 お よ び イ ン ス ト ラ ク ・タ ー を 提 供

し,こ の 研 修 に 協 力 し た 。

講 習 会 ご 案 内

機械実習を中心とした電子計算機

プ ロ グ ラ マ ー 養 成 夜 間 コ ー ス

期

会

対

定

間

場

象

員

参 加 料

申込方法

昭和44年5月23日(金)～6月20日(金)毎 週月,水,金 曜 日18時 ・y21時 ま で

機 械振興 会館 地 下3階 研修室

電子 計算機 お よびプ ログラ ミングについて始 めての方 々を対象 としたプ ログ ラマー入門 コース

30名(満 員の場合 は申し込 み順 に締切 ります)。

一般15
,000円,賛 助会 員お よび学生12,000円(1名 に つ き,テ キス ト代,実 習費を含 む)。

申込書 に参加料 を添 えてお 申込下 さい。引 きかえに参加 証 をお送 り致 します。

(財)日 本情 報処 理 開発 セ ンター 技術部教育課TEL東 京(434)8211(大 代表)内 線475
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昭 和44年 度 事 業 計 画

1.情 報処理 に関す る調査

および研究開発

ω 情報処理および情報処理産業の実態調査

企業における情報のニーズと種類,充 足度,処 理

システムの現状 と今後の方向につきケーススタディ

を主 とした実態調査を行な うとともに,ナ ショナル

ィンフォメーシコン・システムのビジョンを検討す

る。なお,海 外の情報処理の実態については米国お

よび欧州に実態調査団を派遣する。

② 情報処理方式およびソフ トウェアの研究開発

A遠 隔情報処理システムの開発

43年 度の開発に引 きつづ き,マ ルチプログラミ

ング,マ ルチアクセス等新しい利用方式による遠

隔情報処理システムに関連するソフトウェアの拡

充を行な うとともに,タ イムシェアリングおよび

リモー トバ ッチ方式による各種アプリケーション

システムとソフトウェア研究開発のため端末機を

設置し実験を行なう。

B経 営情報システムの研究

経営情報システムのあ り方の理論的研究を行な

うとともに生産,販 売,財 務等,機 能別のシステ

ムを開発するため,巾 堅企業を選定し共同研究を

実施する。

C標 準アプ リケーションシステムの設計 とプログ

ラムの研究開発

中堅企業に重点を置いた生産,販 売,人 事など

における標準的な情報処理システムとプログラム

を研究開発するとともに,内 外における特殊問題

向け言語の開発状況,種 類,内 容および必要度等

を調査し,適 当な言語を選定してそのプロセッサ

の開発に関する研究を実施する。

D図 形表示用プログラムの研究開発

図形表示用プログラムの開発に関して内外にお

けるグラフィックディスプレイおよびプロッタ用

ソフ トウェアの調査研究を行なうとともに,プ ロ

グラムを開発する。

{3)プ ログラム ・ライブラリーの整備

43年度に引 きつづき,プ ログラム登録の重要性を

広 く周知し,官公庁,ユ ーザ,研 究所等の協力 を得て

各種処理システムおよびプログラムの登録 を受け,

登録集を発行するとともに,こ れに関連 して海外の

ソフ トウェア販売の現状を調査する。

㈲ 日本万国博における情報処理システムの開発と運

営

43年度に引 きつづき,躰 万卵,,、 け、運営業 ●

務を円滑に遂行するための第2情 報処理 シ ス テ ム

(各種収入部門別計算 システム,営 業賦課金計算シ ・

ステム,資 産ファイル作成 システム,職 員資料 ファ

イルと給 与計算 システム,各 種出展 ファイルと統計

資料作成 システノ・)に ついてシステム設計およびプ

ログラムの作成を行なうとともに第3四 半期にはコ

ンピュータを設置し運営を行な う。

㈲ 情報処理に関する受託調査等

日本竜信電話公社の受託事業 として国内情報処理

センターのサービスの実状,米 国のオンラインシス

テムによる主な情報処理サービス機関の状況,国 内

における応用プログラムの開発と利用の現状,超 小

形電子計算機等の活用状況等の調査を行な うととも

に,プ ログラムの開発を行な う。

2.情 報処理技術者 の養成

一24一

ω 上級情報処理技術者の研修

上級情報処理技術者の養成機関である 「中央研修

所」において,個 人別のテーマによる指導 ・研究を

行ない;当 財団設置のコンピュータを利用して学習

効果を向上させる。なお,カ リキュラム,講 師およ

びテキス ト作成等運営上の主要事項については,中

央研修所企画委員会において検討する。

(2}情 報処理技術者教育の実態調査および広報

情報処理技術者教育のあ り方を検討する基礎資料

を得るため,国 内の大学,各 種学校および企業から

相当数を選択し,情 報処理技術者教育の現状につい

て調査するとともに,情 報処理技術者の育成 と資質

向上および技術者の地位の確立対策の一つとして,

資格認定制度の周知をはかる。
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㈲ 上級情報処理技術者育成指針の作成

昭和43年 度政府委託の基礎編に引 きつづ き,応 用

編の育成指針を作成する。

(4)短 期講習会の開催

広 く一般の初心者を対象にした初級プログラミン

グ,シ ステム設計およびアプリケーシ。ン等の短期

講習会(1～12日 間)を 開催する。

3.情 報 処 理 サ ー ビスの実 施

情報処理普及の ため,コ ン ヒ。ユ一 夕の導入 と利 用に

関す るコンサル テ ィング,シ ステム設計,プ ログ ラ ミ

ングお よびデ ータ処 理サ ー ビス を行 な う。

4 .情 報処理 の普及促 進

● ・は 報晒 蝋 を甑 させるための総合シ・ポジウ
ムの開催

情報処理に関する最新の知識 と技術の普及を図る

ため,情 報処理システム,情 報処理技術等について

ユーザ,学 識経験者により情報処理システム推進者

を対象とするシンポジウムを開催する。これに関し

情報処理方式とその技術に関するパンフレット(新

しい情報処理形態と利用方式,情 報処理とシステム

エンジニアリング,情 報処理 と標準化,情 報処理の

仕組等を予定),映 画(電 子計算機による情報処理

形態と利用方式を予定),ス ライド(COBOLに よ

るプログラミング入門を予定)を 作成する。

② 情報処理の標準化

情報処理に関す る標準化を促進するため,デ ータ

ーコー ドに関する基礎的調 査検討を実施する
。

5 .情 報 処 理 お よ び 情 報 処 理 産 業

に 関 す る 広 報 活 動

情報処理に関する一般的動向および当財団の事業

活動を周知するために,広 報パンフレット,情 報処

理ニュース,各 種調査報告書,JapanInformation

ProcessingNews(英 文)な どを発行する。

6 .建 議

各界各層の衆知を集めて,わ が国の情報処理および

情報処理産業発展に必要な事項 を検討し,こ れに もと

ついて政府および関係方面に建議する。

●●●● ご 案 内 ■●●●

当財団の活動 について詳 しくお知 りにな りたい場合は,下 記あてご連絡 くだ さい。

●動向調査 の内容については 総務部調査課

●システムおよびプ ログラムの研究開発については………電子計算機運営本部,技 術部

●万国博情報処理システムの開発 については 技術部技術課

一一 ●中央研修所講習会およびFORTRANス ライ ドについては 技術部教育課

●情報処理サービスについては 電子計算機運営本部計算業務課

●データコー ドの標準化については 技術部研究課

●経営 と情報処理 シンポジ ウムについては 総務部調査課

●当財 団全般的なことについては 総務部庶務課

●報告書等各種出版物をご入手 されたい場合 総務部庶務課



毅 日本情 報処理 開発セ ンター
東京都港区芝公園21号 地1番5機 械振興 会館(〒105)

電 話 東京(03)434-821!(大 代表)

434-8740(会 長直通)

434-8750(総 務部直通)

434-8760(庶 務課 直通)

434-8770(技 術部 直通)

433-6652(電 子計算機運営本部直通)
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